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平成 29 年１月 12 日 各  位 会 社 名 ア ル テ ッ ク 株 式 会 社 代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  張 能  徳 博  （コード番号 9972 東証第一部）問 合 せ 先 取締役執行役員（経理部長） 池谷 壽繁  （ T E L ： 0 3 － 5 5 4 2 － 6 7 6 2 ） 
特別損失（事業撤退損）の計上および特別損失（事業撤退損）の計上および特別損失（事業撤退損）の計上および特別損失（事業撤退損）の計上および    

平成平成平成平成 28282828 年年年年 11111111 月月月月期期期期業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ     当社は、平成 28 年 11 月期第４四半期連結会計期間において、特別損失（事業撤退損失）を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。  また、最近の業績動向を踏まえ、平成 28 年１月 14 日付「平成 27 年 11 月期決算短信〔日本基準〕（連結）」にて公表いたしました平成 28 年 11 月期個別業績予想および平成 28 年 10 月７日に公表いたしました連結通期業績予想の修正をお知らせいたします。併せて、未定としておりました連結通期業績予想の経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益を新たに下記のとおりお知らせいたします。  記 
 １．特別損失（事業撤退損）の内容  平成 28 年 3 月 31 日付および平成 28 年 12 月 22 日付の「連結子会社の解散および清算に関するお知らせ」にて公表いたしましたインドネシアおよび中国において事業撤退に伴う損失が発生したことから、平成 28 年 11 月期第４四半期連結会計期間において、事業撤退損として特別損失 74 百万円を計上いたします。  ２．業績予想の修正 (1) 平成 28年 11 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27年 12月１日～平成 28年 11月 30 日）  売上高 営業利益 経常利益 親会社株主 に帰属する 当期純利益 1 株当たり 当期純利益   百万円 百万円 百万円 百万円  前回修正予想 (A)  14,500 200 未定 未定 未定 今回修正予想 (B)  13,775 366     181 64 3.79 増  減  額 (B)-(A) △725 166 - -  増  減  率 (%) △5.0 83.0 - -  （ご参考）前期実績 平成 27 年 11 月期通期 15,810 168 △104 △998 △58.23 
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 (2) 平成 28 年 11 月期個別業績予想数値の修正（平成 27 年 12 月１日～平成 28 年 11 月 30 日）  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 当期純利益   百万円 百万円 百万円 百万円  前 回 予 想 (A)  12,000 200 150 100 5.83 今回修正予想 (B)  9,781 176     397 392 22.90 増  減  額 (B)-(A) △2,219 △24 247 292  増  減  率 (%) △18.5 △12.0 164.7 292.0  （ご参考）前期実績 平成 27 年 11 月期通期 10,046 110 432 235 13.73   ４．業績予想の修正の理由 （連結業績予想について） 売上高については、採算性を見直し売上構成を改善した結果、前回修正予想を下回る見込みです。一方、営業利益については、採算性の改善に加え、継続的に固定費削減に取り組んだことから前回修正予想を上回る見込みであります。経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、急激な為替変動による為替差損および連結子会社の会社清算に伴う事業撤退損を計上したもののそれぞれ 181 百万円、64 百万円となる見込みです。  （個別業績予想について） 売上高および営業利益につきましては、大型機械案件の検収時期に遅れが生じたこと等から、前回業績予想を下回る見込みであります。 経常利益および当期純利益につきましては、持分法適用会社からの受取配当金（連結消去）を計上したこと等により前回業績予想を上回る見込みであります。 以  上 


